




































ダ
・
イカストIll合釜 ウム合倉ダイカスト

各 種非鉄金属合金がダイカスト用 とし て使用される が 、 中

でも アルミニウム合金と 亜鉛 合金が最も多く使用され、 図

に 示 す よ うに、 そ の 合 計 はダイカスト生 産量の 約 99％ を

占 め て い る 。残り の 1％弱がマグネシウム 、 銅などの 合金

である。

アルミ ニウム 、銅などの合金は通常コールドチャンバーダ

イカストマシンで鋳 造され 、また亜鉛などの 合 金はホッ ト

チャンバーダイカストマシンで鋳 造される 。マグネシウム

合金は両方のマシンを使用す る 。 ダイカスト合金と 金型寿

命の関係は、 合金の融点が 高くなると急激に短くなり、銅

合金では数千ショットという場合もある。

その他
亜鉛 0.5% 
1.7% 

アルミニウム
97.9% 

ダイカストの合金別生産比率（質量）
(2020年 経済産業省／鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計による）

各種合金ダイカストの中で最も多く使用されているのはアルミニ

ウム合金ダイカストで、日本産業規格JIS H 5302に20 種類

が規定されている。 これらの合金の合金別生産比率を見ると 、

Al-Si-Cu系合金のADC12が約94％を占め、 その 他の合金は

合計して6％弱である。

これ以外のJIS合金、 あるいは他の合金はその特徴を生かし

て使用される。 また、 スクイズダイカストなどの特殊ダイカ

ストの普及に伴い鋳物用合金が利用されることもある。

アルミニウム合金ダイカストの合金成分を表に示す。

アルミニウム合金ダイカストの選択にあたって は、 合金の化

学成分、 機械的 、物理的性質のみならず、 鋳造性 、機械加工

性、表面処理性及び合金地金のコストを考慮する必要がある。

ADC 3 
0.8% 

ADC1 
0.8% 

ADC 6 ADC 10 
0.3% 0.5% ADC 5 

0.1% 

アルミニウム合金ダイカストの合金別生産比率（質量）
(2001年 当協会資料による）
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アルミニウム合金ダイカストの合金元素と組成範囲

■主要アルミニウム合金ダイカスト

ADC1 (Al-Si系合金）

耐食性、鋳造性に優れ、耐力は幾分低い。

ADC3 (Al-Si-Mg系合金）

衝撃値と耐力に優れ、耐食性も1種とほぽ同等

であるが鋳造性は劣る。

ADC5(AI-Mg系合金）

耐食性が最も良好で、伸び、衝撃値は高いが鋳

造性が劣る。

ADC6 (Al-Mg-Mn系合金）

耐食性は5種に次いで優れている。鋳造性は、

5種より若干良い。

ADC10 (Al-Si-Cu系合金）

機械的性質、被削性及び鋳造性が良い。

ADC12 (Al-Si-Cu系合金）

機械的性質、被削性が良い。

20 ADC10に比べて鋳造性に優れている。

ADC14 (Al-Si-Cu-Mg系合金）

耐摩耗性に優れており、耐力は高いが、伸びは

低い。湯流れ性に優れている。切削性に劣る。

主要アル ミ ニ ウ ム合金ダ イ カ ス トの化学成分

(JIS H5302:2006より抜粋）と諸性質

鋳造性及び他の特性 （5：優れる←一► 1：劣る）

錢造性 他の特性

〗
鋳 酎 湯 耐 耐 機 酎 電 陽 ィヒ 高 気
造 弓I 流 焼 食 械 摩 気 極 成 温 密
割 け れ 付 性 加 耗 め 酸 被 強 性
れ 性 性 き 工 性 つ 化 膜
性 性 性 き

処 処 特
性 理 理 性

J 性 性
| 

『
ADC10 

A380.0 5 4 4 5 2 4 4 5 2 2 4 4 
ADC10Z 

ADC12 383.0 
5 4 4 5 2 4 4 5 2 2 4 4 

ADC12Z [383.0] 

ADC1 A413.0 5 5 5 5 3 3 3 3 2 3 3 5 

ADC3 A360.0 5 4 3 4 3 4 4 4 3 3 4 4 

ADC5 518.0 1 1 1 1 5 5 2 1 5 5 2 1 

ADC6 1 1 1 1 5 5 2 1 5 5 2 1 

ADC14 B390.0 3 3 5 3 1 1 5 3 1 1 5 3 

JIS記号 ADC1 ADC3 ADC5 ADC6 ADC10 ADC12 ADC14 
Cu 1 0以下 06以下 02以下 01以下 2.0~40 1 5~35 40~5.0 
SI 11 0-130 90~11 0 03以下 10以下 7.5~9.5 9.6~12.0 16.0~18.0 
Mg 03以下 04~06 4.0~8.5 25~40 03以下 03以下 045~0.65 
Zn 05以下 06以下 01以下 04以下 1 0以下 1 0以下 15以下

化学成分 Fe 1 3以下 1 3以下 18以下 08以下 13以下 1 3以下 13以下
(mass%) Mn 03以下 03以下 03以下 04~06 05以下 05以下 05以下

Ni 05以下 05以下 01以下 0.1以下 05以下 05以下 0.3以下
Sn 01以下 01以下 0.1以下 01以下 02以下 02以下 02以下
Pb 020以下 015以下 01以下 01以下 02以下 02以下 02以下
Ti 030以下 030以下 020以下 020以下 030以下 030以下 030以下
Al 残部 残部 残部 残部 残部 残部 残部

類似合金 A4130 A360.0 5180 5150 A3800 383.0 B3900 
引張強さ MPa 290 320 280 320 320 310 
耐力(02変形） MPa 130 170 190 160 150 250 

機械的性質 伸び(50mmにおける） ％ 35 35 5 100 3.5 35 <1 
（参考値） 衝撃強さ kJ/m3 79 144 202 316 85 81 38 

せん断強さ MPa 170 180 200 190 
疲れ強さ MPa • 1 130 120 140 140 
硬さ HRB *2 38 39 40 32 51 54 68 
縦弾性係数（ヤング率） GPa 71.0 71.0 76 81 2 
密度 X 103kg/m" 265 263 257 265 270 268 273 
比熱 J/ (kg· K) 963 963 963 
熱伝導率 W/ (m · K) 121 113 96 138 96 96 134 

物理的性質 電気伝導率 ％IACS 31 29 24 35 23 23 27 
熱膨張係数 (293~473K) X 1 Q-6/K 21 22 25 25 22 21 18 
凝固範囲 ℃ 582-573 596-557 639-534 640-598 593-537 582-515 648-507 
ポ アソン比 033 033 033 033 033 033 033 

複雑形状・薄肉が要 耐食性が要求され 耐食性が要求され 耐食性が要求され ケ ース、カバ一部品をはじめ多くのダイカ 耐熱・耐摩耗性が要
求される部品 る部品 る部品 る部品 スト部品に用いられる 求される部品

主な用途

門扉、自勁車メイン 自動車ホイ ールキ 農機具アー ム、船 二輪車ハンドルレ シリンダ ー ブロック、トランスミッション オイルポンプポデイ
フレーム、フロント ャップ、二輪車ク 外機プロペラ 、釣 バー 、ウインカー ケース、シリンダ ーヘッドカバー、農機具 、カーエアコンシリ
バネル、屋根瓦 ランクケ ー ス、自 り具レバー 、スプ ホルダ ー 、ウイン 用ケ ース、ハ ードディスクケ ース雷動工具 ンダ ー ブロック、ハ

転車ホイ ール、船 ー）レ カー ペ ー ス、ハウ 、ガス器具、床板、エスカレー タ ーステッ ウジングクラッチ、
外機プロペラ ジングクラッチ、 ブ ミッションシフトフ

ウオ ー タ ー ポンプ ォ ーク
、船外機用ブロベ

製品例 ラ ・ ハウジング

※特殊ダイカスト法の普及に伴い、高品質ダイカストが増加している。特に熱処理を施した場合では、その機械的性質が大幅に向上するため上の表とは異なるので、別途、確認することが望ましい。
*1 :回転曲げ疲労試験5X108 *2: 2HB(10/500)をHRBに換算
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